
　「かえる力を持つ子ども」を育む義務教育学校は、認定こども園と連携しながら、地

域に学び、地域と共に歩む学校です。そこでは家庭・地域は互いに協働し合い、学校を

支え、学校と共に歩んでいくことが重要となります。そのためには学校と目標を共有し

合い、下記のように各々がそれぞれの役割を十分に果たしていくことが望まれます。

平成31年3月策定

Yukie Seino
スタンプ



　本村は、少子化による児童生徒の減少が続く最中、平成23年（2011年）3月

11日に発生した東日本大震災と原子力災害によって全村避難という有史以

来の非常事態に陥りました。翌年4月に帰村を果たしたものの、本村での就学

者数は震災前の半数という状況にあり、極端な少人数教育環境下におかれて

います。そのような中で、「多様な意見に接する機会が少ない」、「交友関係の固

定化」、「コミュニケーション能力が高まりにくい」、「多人数部活動の制限」等、

教育における課題が懸念されています。

　

　一方で我が国を取り巻く環境はグローバル化の進展、情報技術の革新、極端

な少子高齢化、社会育成機能の低下等により、学校現場の課題が多様化・複雑

化しています。このような状況の中で2020年度から小学校、2021年度から

中学校の新学習指導要領の完全実施が予定されています。

　本村でも、これらの状況に対応すべく、これからの教育のあり方を検討して

きました。教育の魅力化を図り、より効果的な教育を実現するためには、義務教

育の9年間における連続した系統だった教育の実現及びその前段階である保

育施設との連携、そして学校・家庭・地域が一体となった地域に聞かれた学校

等、総合的な教育体制作りが喫緊の課題となっています。

　これらの課題に取り組むべく、認定こども園と連携しながらの小中一貫教育

体制の整備、コミュニティ・スクールを導入することにより、本村が目標と掲げ

る「復興に関わり世界で活躍できるたくましく心しなやかな人材」の育成に

一体となって取り組んでいきます。
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地域と共に歩む学校（コミュニティ・スクール／地域学校協働本部）
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